
「新たなるJリーグ」の始まり。
進化を証明する開幕戦、躍進への第一歩を刻め！

秋春制へ移行した2026/27シーズ
ンが幕を開ける。レイソルにとって

は、明治安田百年構想リーグを経て迎え
る新たなスタートであり、ACLEを含めれ
ば最大63試合を戦う長いシーズンの始ま
りでもある。
　その戦いに向けて、チームには麻田将
吾、遠藤渓太、弓場堅真、満田誠、若原智
哉、そしてルーキーの岩永創太という6人
の新戦力が加わった。布部陽功フットボー
ルダイレクターは「チーム内の競争こそが
クラブを強くする」と言い切る。リカルドロ

ドリゲス監督も「各ポジションで拮抗し、
高いレベルの選手が揃った」と、激しい競
争と選手層の厚みを力に変えながら、総
力戦で長いシーズンに挑むことになる。
　その第一歩となる開幕戦の相手は水
戸ホーリーホックだ。百年構想リーグで
はホームでは快勝した一方、アウェイで
は数的不利となり敗戦を喫した。古賀太
陽は「全員が頑張れるチーム」と警戒して
おり、押し込まれても粘り強く守り、前か
ら捕まえに来る力も持つ相手だ。先日の
ちばぎんカップでは、試合をコントロール

しながらも、ブロックを敷いた相手を最
後までこじ開けられなかった。古賀が挙
げたミドルシュートやクロスなど、攻撃に
変化を加えることのみならず、ホーリーホ
ックが前から来た際には、そのプレスを
剥がした先に生まれるスペースをいかに
突けるかもポイントになる。
　リカルド監督は「本当の戦いが始まり
ます」と語った。長く、過酷で、そして多く
の挑戦が待つシーズン。その最初の一歩
を、日立台の力とともに勝利で踏み出し
たい。

クラブ応援プランで、
レイソルの強化に協力しよう！

加入はこちらから▲

2026/27明治安田Jリーグ全試合を、
　　　が配信。

k a s h i w a  R e y s o l  W i n n i n g  G u i d e

水戸ホーリーホック

519
V o l .

2026/27
MEIJI YASUDA J.League
division 1 Sec.1
2026.08.08 SAT

暑い季節の開幕
戦！気温に負け
ない熱ーいシー
ズンにしましょー！
リーグもACLも
カップ戦も！今シ
ーズンの主役は
レイソルだ〜！！



明治安田百年構想リーグまでは
期限付き移籍という立場だった
が、この夏に完全移籍加入となっ
た、水戸ホーリーホックの司令塔。
中盤の底からパスを配球してリズ
ムを生み出し、プレス回避も巧み。
そのスキルと展開力には、百年構
想リーグの対戦でも大いに苦しめ
られた。レイソルがボールを保持
し、ゲームを支配するのであれば、
中盤でのせめぎ合いを優位に進
めるために、仙波にボールを触ら
せる回数を減らす必要がある。 ©J.LEAGUE

S t a f f

ヘッドコーチ／栗澤 僚一
コーチ／大谷 秀和、染谷 悠太
GKコーチ／井上 敬太
フィジカルコーチ／松原 直哉
フィットネスコーチ／長谷 篤

水戸ホーリーホック
19 MF 仙波 大志

2	 DF	 フォファナ マリック
3	 MF	 大崎 航詩
4	 DF	 河面 旺成
5	 DF	 岩﨑 博
7	 DF	 大森 渚生
8	 MF	 加藤 千尋
9	 FW	 根本 凌
10	 FW	 渡邉 新太
11	 MF	 鳥海 芳樹
14	 MF	 新井 瑞希
15	 DF	 木本 恭生
16	 DF	 田村 遊吏
17	 DF	 板倉 健太
18	 FW	 内野 航太郎
19	 MF	 仙波 大志
20	 MF	 舩橋 佑
21	 GK	 松原 修平
22	 FW	 谷口 海斗
24	 MF	 山﨑 希一
25	 DF	 真瀬 拓海
27	 GK	 ヤクブ スウォビィク
29	 FW	 多田 圭佑
33	 FW	 パトリッキ
34	 GK	 西川 幸之介
37	 GK	 上山 海翔 HG
39	 MF	 山本 隼大
41	 MF	 島谷 義進
44	 MF	 西原 源樹
48	 MF	 山下 優人
50	 DF	 家泉 怜依
53	 MF	 山下 翔大
70	 FW	 マテウス レイリア
77	 GK	 早川 ウワブライト
82	 MF	 川上 航立
87	 FW	 五木田 季晋
※出場停止：なし

S t a f f

コーチ／冨田 大介、林 雅人、
　　　  吉田 賢太郎、細川 淳矢、
　　　  武石 康平
GKコーチ／河野 高宏
フィジカルコーチ／久野 哲士、中村 祐基

2026/27 明治安田 Ｊ1リーグ 第1節

2026.08.08 SAT／三協フロンテア柏スタジアム
19:04 KICK OFF

K A S H I W A  R E Y S O L  2 0 2 6 / 2 0 2 7  G A M E  S C H E D U L E

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
1 8月8日（土）  19:00 三協F柏 水戸ホーリーホック ー
2 8月14日（金） 19:00 MUFG国立 東京ヴェルディ ー
3 8月21日（金） 19:00 三協F柏 V・ファーレン長崎 ー
4 8月29日（土） 18:30 アイスタ 清水エスパルス ー
5 9月2日（水） 19:00 ハナサカ セレッソ大阪 ー
6 9月6日（日） 19:00 三協F柏 横浜F・マリノス ー
7 9月12日（土）or13日（日） 未定 サンガS 京都サンガF.C. ー
8 9月20日（日） 17:00 Gスタ FC町田ゼルビア ー
9 10月9日（金） 19:00 三協F柏 ヴィッセル神戸 ー

10 10月17日（土）or18日（日） 未定 三協F柏 名古屋グランパス ー
11 10月21日（水） 19:00 味スタ FC東京 ー
12 10月24日（土）or25日（日）15:00 メルスタ 鹿島アントラーズ ー
13 10月31日（土）or11月1日（日） 未定 三協F柏 浦和レッズ ー
14 11月7日（土）or8日（日） 未定 三協F柏 川崎フロンターレ ー
15 11月20日（金） 19:00 三協F柏 ジェフユナイテッド千葉 ー
17 11月28日（土）or29日（日） 未定 三協F柏 サンフレッチェ広島 ー
18 12月5日（土）or6日（日） 未定 三協F柏 アビスパ福岡 ー
19 12月13日（日） 14:00 JFEス ファジアーノ岡山 ー
16 12月16日（水） 19:00 パナスタ ガンバ大阪 ー

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
20 12月19日（土） 16:00 U等々力 川崎フロンターレ ー
21 2月13日（土）or14日（日） 未定 三協F柏 清水エスパルス ー
22 2月20日（土）or21日（日） 未定 水戸信ス 水戸ホーリーホック ー
23 2月27日（土）or28日（日） 未定 ピースタ V・ファーレン長崎 ー
24 3月6日（土）or7日（日） 未定 ベススタ アビスパ福岡 ー
25 3月10日（水）※1 未定 三協F柏 京都サンガF.C. ー
26 3月13日（土）or14日（日）※2 未定 三協F柏 ファジアーノ岡山 ー
27 3月20日（土）or21日（日） 未定 三協F柏 東京ヴェルディ ー
28 4月3日（土）or4日（日） 未定 三協F柏 セレッソ大阪 ー
29 4月10日（土）or11日（日） 未定 埼玉 浦和レッズ ー
30 4月17日（土） 未定 日産ス 横浜F・マリノス ー
31 4月24日（土）or25日（日）※3 未定 三協F柏 ガンバ大阪 ー
32 4月29日（木・祝）※4 未定 三協F柏 FC東京 ー
33 5月3日（月・祝）or4日（火・祝）※5 未定 ノエスタ ヴィッセル神戸 ー
34 5月9日（日）※6 未定 三協F柏 FC町田ゼルビア ー
35 5月15日（土）or16日（日） 未定 未定 名古屋グランパス ー
36 5月22日（土）or23日（日） 未定 Eピース サンフレッチェ広島 ー
37 5月29日（土）or30日（日） 未定 三協F柏 鹿島アントラーズ ー
38 6月6日（日） 未定 フクアリ ジェフユナイテッド千葉 ー

明治安田J1リーグ

※2027年開催分の詳細は、12月上旬に発表予定です。※今後、変更になる可能性があります。追加情報につきましては随時発表いたします。※開催日が未定となっている試合について、土日開催の節は金曜日に開
催する可能性があります。※第20節までで未定となっている試合日程は、8/18（火）に実施予定のACL抽選会（ドロー）後に確定となります。
※1：2/24（水）に開催する可能性あり　※2：3/3（水）もしくは4/7（水）に開催する可能性あり　※3：柏またはG大阪がACL Elite準々決勝進出の場合は4/1（木）もしくは4/7（水）に開催する可能性あり　※4：
柏がACL Elite準々決勝進出の場合は5/19（水）に開催する可能性あり　※5：柏または神戸がACL Elite準々決勝進出の場合は5/5（水・祝）もしくは5/26（水）に開催する可能性あり　※6：ルヴァンカップ決勝
進出クラブの試合は4/21（水）、5/12（水）、5/19（水）、 6/2（水）のいずれかに開催する可能性あり

◎1stラウンド
節 日付 時刻 会場 対戦 結果

4回戦 10月3日（土）19：00 三協F柏 ガンバ大阪 ー
節 日付 時刻 会場 対戦 結果

2回戦 8月26日（水）19：00 三協F柏 ー ー

2026/2027
Ｊリーグ

ヤマザキビスケット
ルヴァンカップ

天皇杯JFA第106回全日本サッカー選手権大会

柏レイソル  　  　        水戸ホーリーホック

予想スターティングメンバー
［監督］樹森 大介［監督］リカルド ロドリゲス

Stop! T h e  K e y  P l ay e r

1	 GK	 猿田 遥己 HG
2	 DF	 三丸 拡
3	 DF	 麻田 将吾	
4	 DF	 古賀 太陽 HG
5	 MF	 遠藤 渓太
6	 MF	 山田 雄士 HG
8	 MF	 小泉 佳穂	
9	 FW	 細谷 真大 HG
11	 MF	 渡井 理己	
13	 DF	 犬飼 智也	
14	 MF	 大久保 智明		
16	 MF	 汰木 康也	
17	 MF	 手塚 康平 HG
18	 FW	 垣田 裕暉	
19	 MF	 仲間 隼斗 HG
20	 MF	 瀬川 祐輔	
21	 MF	 小西 雄大	
22	 DF	 野田 裕喜	
23	 MF	 長南 開史（2種）
24	 MF	 久保 藤次郎	
25	 GK	 小島 亨介	
26	 DF	 杉岡 大暉	
27	 MF	 熊坂 光希 HG
28	 MF	 戸嶋 祥郎	
29	 GK	 永井 堅梧
30	 MF	 古谷 柊介
32	 DF	 山之内 佑成
33	 MF	 岩永 創太	
36	 FW	 古澤 ナベル慈宇	
38	 MF	 島野 怜	
39	 MF	 中川 敦瑛	
40	 MF	 原川 力	
42	 DF	 原田 亘
43	 MF	 加茂 結斗（2種）
44	 MF	 弓場 堅真
45	 DF	 佐藤 桜久（2種）	
46	 GK	 松本 健太 HG
51	 FW	 満田 誠
56	 DF	 常藤 奏
64	 MF	 五十嵐 陵（2種）
77	 GK	 若原 智哉
87	 MF	 山内 日向汰	
88	 DF	 馬場 晴也
※出場停止：なし



—
—

プ
レ
シ
ー
ズ
ン
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
か
？

「
明
治
安
田
百
年
構
想
リ
ー
グ
で
は
良
い
ス
タ

ー
ト
を
切
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
チ
ー
ム

全
員
が
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
期
間
中
も
、
キ
ャ
ン
プ

初
日
か
ら
１
０
０
％
の
コ
ン
ディ
シ
ョ
ン
で
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
臨
め
る
よ
う
な
準
備
を
意
識
し

ま
し
た
。
網
走
キ
ャ
ン
プ
で
は
初
日
か
ら
ハ
ー

ド
な
メ
ニ
ュ
ー
が
多
か
っ
た
の
で
、
オ
フ
の
間

に
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
き
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
毎
日
強
度
の
高
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
だ
っ
た
の
で
、
非
常
に
き
つ
か
っ
た
で
す（
苦

笑
）」

—
—

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や

新
戦
力
と
の
連
係
を
深
め
る
こ
と
な
ど
、
個

人
的
に
も
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

「
ど
れ
だ
け
得
点
に
絡
め
る
か
、
ボ
ッ
ク
ス
内

に
入
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
キ
ャ
ン

プ
中
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ

チ
で
も
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
あ
と
は
、
簡

単
に
ボ
ー
ル
を
下
げ
ず
、
で
き
る
だ
け
前
線

の
選
手
に
パ
ス
を
供
給
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ

は
百
年
構
想
リ
ー
グ
で
は
思
う
よ
う
に
で
き

な
か
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
課
題
と
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
守
備
面
で
は
、
も
う
一

人
の
ボ
ラ
ン
チ
と
の
距
離
感
を
意
識
し
た
り
、

ボ
ー
ル
が
逆
サ
イ
ド
に
あ
る
と
き
に
、
ど
の
ス

ペ
ー
ス
を
カ
バ
ー
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
も
意

識
し
た
り
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
新
加
入
選
手
と
の
連
係
も
深
め

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
彼
ら
の
特
長
を
把

握
し
つ
つ
、
去
年
の
よ
う
に
自
分
の
良
さ
を
出

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
キ
ャ
ン
プ
に
臨
み
ま

し
た
。
た
だ
、
ま
だ
遠
慮
し
て
い
る
部
分
や
、

特
長
を
出
し
切
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、

そ
こ
は
改
善
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

—
—

熊
坂
光
希
選
手
が
復
帰
し
、
山
田
雄
士

選
手
、
手
塚
康
平
選
手
も
復
帰
間
近
で
す
。

ボ
ラ
ン
チ
の
選
手
層
も
厚
く
な
り
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ン
プ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
選
手
と
組
み
ま

し
た
。
戦
術
の
大
枠
は
変
わ
ら
な
く
て
も
、

人
が
替
わ
れ
ば
特
長
も
変
わ
る
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
選
手
と
プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
新
し
い
気

づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
選
手
と
ボ
ラ
ン

チ
を
組
ん
で
も
ク
オ
リ
ティ
ー
を
維
持
で
き
る

こ
と
は
レ
イ
ソ
ル
の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
も
引
き
続
き
、
そ
う
い
う
サ
ッ
カ

ー
を
見
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

—
—

先
日
の
ち
ば
ぎ
ん
カ
ッ
プ
は
い
か
が
で
し
た

か
？

「
う
ま
く
い
っ
た
部
分
と
、
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
部
分
が
半
々
だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
（
遠
藤
）
渓
太
く
ん
を
活
か
せ
る
よ

う
な
試
合
運
び
を
し
て
、
渓
太
く
ん
に
ボ
ー

ル
が
渡
る
ま
で
の
過
程
を
さ
ら
に
大
事
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
渓

太
く
ん
は
突
破
力
も
あ
り
ま
す
し
、
ク
ロ
ス

も
シ
ュ
ー
ト
も
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ど
れ
だ
け
良
い
状
態
で
渓
太
く
ん
に
ボ
ー
ル
を

届
け
ら
れ
る
か
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
ボ

ラ
ン
チ
の
役
目
な
の
で
、
そ
こ
は
意
識
し
て
や

っ
て
い
き
た
い
で
す
」

—
—

引
い
た
相
手
か
ら
ど
う
や
っ
て
点
を
取
る

か
と
い
う
課
題
も
引
き
続
き
残
り
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
が
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が

ら
試
合
を
運
ぶ
こ
と
は
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
あ
れ
だ
け
引
か
れ
た
相
手
に
対
し
て
は
、

（
熊
坂
）
光
希
が
打
っ
た
よ
う
な
ミ
ド
ル
シ
ュ

ー
ト
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
ア

ク
シ
ョ
ン
を
ボ
ラ
ン
チ
か
ら
出
せ
る
よ
う
に
な

ら
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
ち
ば
ぎ
ん
カ
ッ

プ
で
は
押
し
込
ん
だ
展
開
が
多
く
、
自
分
が

一
列
前
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も

多
か
っ
た
の
で
、
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
打
て
る

場
面
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
何
回
か
は
狙
え
た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
瞬
間
を
逃
さ
ず
に
狙
っ
て
い
き
た
い

で
す
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
も
、
き
れ
い
に
崩
そ

う
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
と
思
う
の
で
、
積

極
的
に
仕
掛
け
る
プ
レ
ー
も
増
や
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

—
—

開
幕
戦
で
の
勝
利
を
期
待
し
て
い
る
サ
ポ

ー
タ
ー
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
百
年
構
想
リ
ー
グ
で
は
納
得
で
き
る
結
果
を

残
せ
な
か
っ
た
の
で
、
２
０
２
６
／
２
７
シ
ー

ズ
ン
は
タ
イ
ト
ル
を
獲
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

暑
い
時
期
が
続
き
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア

ム
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

気づきを力に

中川敦瑛
Nobuteru NAKAGAWA39MF

Fo c u s
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コスモスバス
オフィス神山
入江電気
上野商事
オートエンパス
柏流通
関東総業
野田小型運送
宮本梱包運輸
日立産機システム
日立建設設計
福島工業
フルハシ商事
三井不動産リアルティ

桝田倉庫
Rina Transport
ローソンエンタテインメント
日本アトマイズ加工
エスシー・プレコン
アスタノット
ALSOK昇日セキュリティサービス
板橋建設
ウィズ歯科クリニック
京橋アートレジデンス
グーロクリエイト
チェリー
テガサイエンス　
土井司法書士・行政書士事務所

なつの製作所
吉野沢保育園
ヤマサイ
リョートーファイン
常陽商事
エイユーロジテム
永和建設
笠倉工業
カナリーニョフットボールクラブ
助川工務店
聖建工業
デジタルモーメント
塗師防
流通サービス

ミツワ堂
ユニホームサービス
ヴィスポ柏99フットボールクラブ
FCアクティブ柏
風早レクトFC
柏駅前通り商店街振興組合
柏エフォートフットボールクラブ
柏商工会議所
柏二番街商店会
柏マイティーフットボールクラブ
柏ラッセルFC
柏レイソルA.A.TOR’82
柏レイソルA.A.流山
柏レイソルA.A.野田

木村ガラス
菊池社会保険労務士事務所
KOVO
コナンテック
こまいぬブルワリー　柏ビール
桜田建設
芝園開発
司法書士法人ふらっと
新柏倉庫
スパークル
セントラル
創作料理　銀の趣
相鉄フレッサイン千葉柏
ダスキンベリエール

DEVOTE
てらだデンタルクリニック
トイプードル専門ブリーダーのプードルライフ
南洲興業
野澤屋
ヒガキオートサービス
ボックスウッド
丸誠商事
八木歯科医院
ヤノハウスコート
山猫屋珈琲店

柏レイソルでは「地域」と「応援」をキーワードに、クラブの活動理念にご賛同いただいた法人企業様を対象とするクラブスポンサー制度「柏レイソルパートナー」を設け、
多くの企業様にご協賛いただいております。皆様の温かいご支援のもと、地域と一体となったクラブを目指してまいります。

いよいよ2026/27シー
ズンが幕を開ける。

2025シーズン、レイソルは
J1リーグ2位、YBCルヴァ
ンカップ準優勝と、あと一
歩のところでタイトルを逃し
た。そして明治安田百年構
想リーグでは、その悔しさ
を胸に優勝を目標に掲げな
がらも、開幕当初からケガ
人や体調不良者が相次ぎ、
多くの選手が離脱する異常
事態に見舞われた。その後
も決定力不足やセットプレ
ーからの失点といった課題
を露呈するなど、決して順
風満帆な半年間ではなかっ
たかもしれない。しかし、
その苦しい状況でも自分た
ちのスタイルを変えることな
く、課題と向き合い続けた
経験は、今シーズンを戦う
上で大きな財産になってい
るはずだ。
　そして、その経験を踏まえ
て迎える今季、レイソルは

大幅に選手層を厚くした。
今季はJ1リーグ、ACL、天
皇杯、ルヴァンカップの4大
会を戦い、最大で63試合に
及ぶ。7月上旬から38選手
で始動したが、7月31日に特
別指定選手の古谷柊介と常
藤奏を加え、さらに8月7日
には柏レイソルU-18から加
茂結斗、佐藤桜久、五十嵐
陵の3人をトップチームに登
録した。各ポジションに3〜
4人の選手が控え、熾烈な
ポジション争いが繰り広げ
られている。
「招集メンバー20人を決め
ることも難しいですし、先発
の11人を決めることにも頭
を悩ませています」
　リカルド・ロドリゲス監督
のこの言葉が、現在のチー
ム内競争の激しさを物語っ
ている。60試合を超える長
いシーズンでは、常に同じ
選手が出場できるわけでは
ない。だからこそ一人ひとり

の可能性を広げ、チームとし
ての選択肢を増やす。それ
は百年構想リーグから続け
てきた取り組みでもある。ま
た、熊坂光希が大ケガから
復帰し、山田雄士、手塚康
平、渡井理己の復帰も間近
だ。新戦力、既存戦力、そし
て復帰するケガ人も含めて、
43人全員の力が必要になる
シーズンとなる。
　もちろん、選手層が厚く
なったからといって、過密日
程を簡単に乗り越えられる
わけではない。重要なのは、
仲間隼斗が「右肩上がりに
全員が成長していかないと、
この過密日程を戦い抜くこ
とができない」と言うとおり、
選手一人ひとりが飛躍的な
成長を遂げ、チーム全体の
レベルアップにつなげるこ
とは絶対条件だ。
　最大63試合。その都度、
目の前の試合に集中し、ゲ
ームプランを遂行はもとより、

文＝鈴木潤 Jun SUZUKI

レイソルを中心に国内ユース年代から海外サッカーなどを取材。日々の取材を発信するH‌P「柏フットボールジャーナル」も運営。

競争と成長

細部まで徹底的にこだわり
抜いた先に勝利という結果
を掴み取ることができる。
　あと一歩でタイトルを逃
した2025シーズンの悔しさ、
百年構想リーグで味わった
苦しさ、そこで得た経験を、
すべてを携えて新たなシー
ズンへ挑む。
　リカルド監督はこう言う。
「本当の戦いが始まりま
す」
　タイトル獲得と、アジアで
の躍進を目指す新シーズン、
その長い戦いの最初の90
分。43人で挑む2026/27シ
ーズンが、今日の日立台から
始まる。

◎ユニフォームスポンサー

◎サプライヤー

◎クラブスポンサー

◎オフィシャルグラウンドクルー

◎アカデミースポンサー

◎CSR（社会貢献）パートナー
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◎プロモーションパートナー


